


半足袋

ランニング足袋柄足袋白足袋紐足袋

行田足袋は、埼玉県行田市で生産される特産品です。利根川、荒川の

2大河川に挟まれた行田市周辺地域は、水や堆積した砂質土が豊富な

場所で、夏季は高温になることから綿布の生産が盛んとなり、近くに

中山道が通っていたことなどもあって、足袋の名産地となりました。

近代に入ると足袋の需要が拡

大し、行田足袋は東北地方や

北海道へも販路を広げていき

ます。足袋づくりには作業工程

ごとに専用の特殊ミシンが導入

され、日露戦争によって生じた

好景気を契機に足袋工場建設

ブームが起こりました。

そして、昭和初期には最盛期を迎え、市内に200社以上の足袋商店が

共存する全国一の足袋の生産地となりました。

靴下が普及した現在も、行田では足袋の生産が続けられており、足

袋と言えば行田」と多くの方に親しまれ、令和元年には「行田足袋」

として経済産業大臣指定「伝統的工芸品」に指定されました。

「貞享年間亀屋某なる者専門に

営業を創めたのに起こり」との

伝承があり、享保年間（1716～

1735年）頃の「行田町絵図」に3

軒の足袋屋が記されていること

から、18世紀前半には生産が始

まっていたと考えられます。

行田足袋の歴史

天保年間（1830～1844年）になると、足袋屋は27軒に増加しました。

●　柄足袋（創作足袋）　●　●　紐足袋　●　

足袋の原型は、紐で足首を固

定する形状でした。江戸時代後

期から明治時代かけて、一般

的な形状として知られる、金具

で留めるコハゼ足袋へと移行

していきます。

現代には、白足袋や黒足袋、紺足袋といっ

た無地の足袋に加え、和装だけでなく、普

段着にも合わせられるカラフルなデザイン

の柄足袋（創作足袋）も誕生しました。

1 ひきのし
布を重ねて整える。

2 裁断
裁断機で金型を用いて裁断。

3 掛け通し
コハゼをつける為の糸を通す。

4 押さえ
通した位置が動かないようにする。

8 甲縫い
甲部分を縫い合わせる。

7 羽縫い
表と裏の布を縫い合わせる。

6 コハゼつけ
コハゼをつける。

5 ハギマチ
コハゼをつける部分の裏に当布を縫いつける。

11 廻し
つま先部分以外を縫う。

12 千鳥
廻し縫いした周りを千鳥掛けする。

13 仕上げ
形を整えアイロンをかける。

9 尻止め
かかと部分を丸く縫い留める。

10 爪縫い
つま先部分を縫う。

作業工程


